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●東京→札幌（新千歳空港）

約1時間35分 1日52便
●大阪→札幌（新千歳空港）

約2時間10分 1日8便

千歳→白老

高速道路で約40分
JR特急で約30分

高速道路で約60分
札幌→白老

JR特急で約60分

高速道路で約30分
室蘭→白老

JR特急で約30分

函館→白老

高速道路で約4時間
JR特急で約2時間30分

伊達市大滝区→白老

一般道路で約40分

高速道路で約20分
苫小牧→白老

JR特急で約15分

各都市からの「車」と「JR」

空 路

2020年4月、北海道白老町に開館。

国立アイヌ民族博物館
National Ainu Museum

Open in April 2020建設場所：北海道白老郡白老町若草町
 （民族共生象徴空間内）

文化庁 アイヌ 検索

国立アイヌ民族博物館 鳥瞰図

文化庁文化財部伝統文化課 03-5253-4111（代表）
国立アイヌ民族博物館設立準備室 011-350-5103



国立アイヌ民族博物館について

現在、アイヌ文化復興等のナショナルセンターとして民族共生象徴空間の整備が進められています。
文化庁では、民族共生象徴空間を構成する施設の一つである国立アイヌ民族博物館について、
2020（平成32）年4月の開館に向けた整備及び運営準備を進めています。

整備の基本方針

ポロト湖畔の景観と調和し、かつ国立博物館としての品格を持った建物とし、
また、自然とともに生活を営んできたアイヌの歴史・文化を尊重して、
環境に配慮した博物館を目指しています。

基本展示室

アイヌ文化への興味や好奇心をかき立てる「導入展示」が、
来館者の皆様を展示室空間へといざないます。
また、基本展示室の中央には、代表的な資料を通してアイヌ文化を一望できる
「プラザ」を配置し、アイヌの人々の視点で語る「6つのテーマ」（※）に沿って、
過去から現代までを一体的に紹介します。
※私たちのことば、私たちの世界（信仰）、私たちのくらし、私たちの歴史、私たちのしごと、私たちの交流

テーマ・特別展示室

最新の調査・研究成果に基づき、多様な切り口でテーマ展を企画します。
また、国内外の博物館にあるアイヌ資料や、世界の先住民族に関する特別展を行います。

導入展示
展示室ロビー

テーマ展示室
特別展示室基本展示室

ミュージアムショップ・カフェ

収蔵庫

本パンフレットに掲載のイメージ図は、いずれも基本設計段階における案であり、素材・色調等は実施設計により変更の可能性があります。
また、国立民族共生公園内の施設等については別途設計を行っており、イメージ図には含まれません。
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